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大阪・関西万博 滋賀県基本計画に係る意見一覧および対応（R5.2.1６時点）             参考 1 

 

※ ページ番号については、意見対応によりページずれが発生した箇所があります。 

整

理

番

号 

意見箇所 意見内容 意見への対応 意見者 

１ 全体 万博に向けて子どもたちがワクワク

できる雰囲気を表したい。 

ご意見を踏まえ、表紙のデザインを子どもたちが

ワクワクする雰囲気のものに変更しました。 

企画調整課 

２ 全体 計画を、ブース出展に限定せず県の

参画全体に係る事項に広げたことは

好ましいが、本文の記載がブースのこ

とを指すのか全体のことを指すのか

わかりにくくなった。「１ 全体概要」

の（６）（７）で全体に関することを触れ

たのち、「２ 展示計画」はブースに限

定した記載になることを明記すべき。 

「４ 運営計画」も、「３ 催事・来県促

進計画」からの流れで、県内催事等を

含む全体に対するものと捉えられか

ねない。ブースに関するものと明記し

た方がよい。もし滋賀県ウィーク（仮

称）における県内催事も含むなら、そ

の旨を明記した方がよい。 

ご意見を踏まえ、P１１の「２ 展示計画」の見出し

を「２ 展示計画（ブース出展について）」と追記し

ました。 

また P１８の「４ 運営計画」についても、滋賀県ブ

ースに関する記載であるため、「※運営計画はブ

ースにおける計画となります。」と追記しました。 

有識者懇話会 
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３ 全体 上記に関連して、ブースに関するもの

と全体事項とを整理するため、「２ 展

示計画」の次に「４ 運営計画」があり、

「3 催事・来県促進計画」という順序

の方がわかりやすいのでは。 

まず３０万人を目指すことについてブ

ースの中身を持ってきて、その後、３

００万人を目指す来県促進の説明と

いう流れのほうがよい。 

ご意見を踏まえ、同上の対応としました。 有識者懇話会 

４ 全体 万博に係る、時間（会期の４月～１０

月）と空間（万博全体、関西パビリオ

ン、滋賀県ブース）を意識して基本計

画を作成するべきである。 

現状では、時間と空間が整理されて

いないので、全体像が理解しづらい

計画となっているものと思料される。 

また、万博全体の図面、関西パビリオ

ンの図面を参考資料等として添付し

ないと、読者にはわかりにくいのでは

ないか。 

ご意見を踏まえ、空間の把握に資するよう、P３の

「（１）大阪・関西万博の概要」に滋賀県と万博会場

の位置関係を示し、縮尺で距離感を表すととも

に、滋賀県全域と万博会場を回遊するイメージ図

を追加しました。 

さらに P5 の「『関西パビリオン』へのブース出展」

に滋賀県ブースの配置図、同ページの「会場内催

事への出展」に万博会場と関西パビリオン、P16

の「３ 催事・来県促進計画」に万博会場、関西パ

ビリオン、県内の図を追加しました。 

また、時間の把握に資するよう、P１０の「（６）オー

ル滋賀での万博参加」の三者の共創の図に時系

列の要素を盛り込みました。 

商工政策課 

５ 全体 万博の時間（会期の４月～１０月）を意

識した活用についても、記載すべき

現時点であまり具体的な記述はできませんが、P

１６の催事・来県促進計画において、「実施にあた

商工政策課 
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はないか。 

例：７月１日は、びわ湖の日の記念イ

ベントを開催 

例：４月は●●展、５月は■■展、10

月は▲▲展といった仕掛け 

っては、時期・季節や本県の動き（たとえば７月１

日の「びわ湖の日」等）と合わせた展開を検討する

ほか、」と追記しました。 

６ 全体 和暦と西暦の混在。 本県行政文書では和暦を基本としていますが、大

阪・関西万博においては西暦表記が基本となって

いるため、ご意見を踏まえ、かっこ書きで併記す

る等の対応を行いました。 

企画調整課 

７ 偶数ページ 右上の見出し名称と右下のページ番

号が、印刷製本した場合、読みにく

い。 

ご意見を踏まえ、それぞれ左上、左下に移動して

見やすさに配慮しました。 

企画調整課 

８ P2 目次 数字の後ろのピリオドを削除 ご意見のとおり、P２の目次を「１．全体概要」→「１ 

全体概要」のようにすべて体裁を修正しました。 

文化芸術振興課 

９ P4 （２）滋賀

県としての参

画とその意義 

2 行目”滋賀の人々の「いとなみ」は、

先人から脈々と受け継がれてきた持

続可能な生活そのもの です” の部

分をもっとシンプルな表現にした方

がよい。 

（例）・”先人から脈々と受け継がれて

きました”でよいのでは。 

全体的に句読点が多く、読みにくい。 

ご意見を踏まえ、P４以降「（２）滋賀県としての参

画とその意義」について、全体的に見直しを行い

ました。 

有識者懇話会 

１０ P4  大阪・関

西万博への視

「当たり前として無意識に過ごしてき

た」という表現は、少し県民に失礼な

ご意見を踏まえ、P4 の「当たり前として無意識に

過ごしてきた日常から滋賀の暮らしを再発見でき

有識者懇話会 
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点 ので、配慮が必要では。 る」という文章を「普段の滋賀の暮らしの中にあ

る魅力を再発見できる」という表現に修正しまし

た。 

１１ P4  大阪・関

西万博への視

点 

移住・定住を直接的に表現することは

万博の趣旨になじまないのでは。P４

の<本県における万博の活用イメー

ジ>(2)効果、P５の万博会場から滋

賀県内への人流促進、P７の大阪・関

西万博を契機とした滋賀県への目標

誘客者数の箇所も同様。 

この計画の方向性を定める際に、移住も出展目的

の一つに設定しており、趣旨にはなじむものと考

えますが、一部箇所の表現を修正しました。 

市町振興課 

１２ P4 ＜本県に

おける万博の

活用イ メ ージ

＞ 

図中の「催事」は、会場内のものに限

っているので、「会場内催事」としたほ

うがよい。 

ご意見のとおり、P４の図中の表記を「会場内催

事」に変更しました。なお、同図＜滋賀県内＞に、

「会場内催事」と対になる「県内催事」のブロック

を追加しました。 

有識者懇話会 

１３ P4 ＜本県に

おける万博の

活用イ メ ージ

＞ 

県民や子どもたちの万博への参加を

促進するなら、（１）枠組みの概念図に

おいて、＜滋賀県内＞から＜万博会

場＞への矢印も必要ではないか。 

ご意見を踏まえ、P４の図中に緑色の矢印を加え

て県民や子どもたちの万博への参加を追記し、あ

わせて「効果」における「魅力の再発見」も同色で

整理しました。 

教育総務課 

１４ P４ （２）滋賀

県としての参

画とその意義 

「ブース出展」の項目はあるが、会場

内催事についても、現時点で可能な

範囲で記載した方がよいのでは。 

ご意見を踏まえ、P５に「会場内催事への出展」の

項目を起こして記載を追加しました。 

また、万博会場内の催事は「万博会場内の各催事

施設」および「関西パビリオンに付設される催事ス

ペース」で実施することについて記載を整理しま

した。 

有識者懇話会 
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１５ P6  （ ３ ）

SDGs への貢

献 

MLGs の説明文があるが、本文でも

触れるべき。 

ご意見を踏まえ、P７の MLGs の記載に接続する

ため「国際連合が提唱する SDGs の理念に配慮

した取組を検討します」を「国際連合が提唱する

SDGs、また滋賀県が琵琶湖版の SDGs として

独自に定めた MLGs の理念に配慮した取組を検

討します。」としたほか、「あわせて、来場者等への

啓発を行っていきます。」の一文を削除し、MLGs

の説明文にあった「万博への参画にあたっては、

SDGs とあわせて MLGs の発信についても検討

していきます。」の文章を本文に移動しました。 

有識者懇話会 

1６ P6  （ ３ ）

SDGs への貢

献 

「『マザーレイクゴールズ（Mother 

Lake Goals MLGs）』 という新た

な目標をつくりました。」に「県民・

NPO 等のさまざまな主体の皆様と

ともに」と追記。 

ご意見のとおり P7 の記載を修正しました。 琵琶湖保全再生課 

1７ P7 （４）出展

の目標 

人数目標があるなら、新たに「観光推

奨意向度」のような指標を設けなくて

もよいのでは。人数目標とのかかわ

りがわかりにくい。 

ご意見を踏まえ、P８では観光推奨意向度でなく、

経済波及効果の計算、エリア別訪問率の分析、デ

ジタルスタンプラリー等による行動調査、県内に

おけるイベント開催時のアンケート等を効果測定

の手法として例示しました。 

有識者懇話会 

1８ P7 （５）出展

参加のテーマ 

テーマ文について、フォントの工夫や

キ ャ ラ ク タ ー 、 デ ザ イ ン 等 に よ り

「脈々」という、琵琶湖のさざ波のよ

うなゆったりと揺れる感じを伝えら

ご意見を踏まえデザインを検討しましたが、キャ

ラクターやロゴの設定に当たっては知的財産関連

調査等を経る必要があることから、P９において

現時点ではフォントを変更して対応し、ロゴ等に

有識者懇話会 
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れるとよい。 ついては今後検討します。 

1９ P7 （５）出展

参加のテーマ 

英語版「Living Sustainably with 

Lake Biwa」は間違ってはいないが

主語が不明なので「Sustainable 

Living with Lake Biwa」でよいの

ではないか。 

P ９ の 英 語 版 表 記 を 「 Sustainable Living 

with Lake Biwa」に修正しました。 

有識者懇話会 

国際課 

２０ P8（６）オール

滋賀での万博

参加 

万博の開催は関西では５５年ぶりと

あるが、１９９０年に大阪で「国際花と

緑の博覧会（花博）」が開催されてい

る。 

「万博」には比較的規模の大きな「登録博覧会」だ

けでなく大阪花博のように比較的小さな「認定博

覧会」も含むことから、ご意見を踏まえ、P１０の記

載を登録博覧会に限ったものに変更しました。 

企画調整課 

２１ P8（６）オール

滋賀での万博

参加、P１７ 全

体ス ケジュー

ル 

今後の推進体制について記載すべ

き。 

今後、全県的な推進体制を構築することを想定

し、P１０本文に「令和５年度はじめに推進体制を

構築し、」と追記しました。 

あわせて、P２０の全体スケジュールにも追記しま

した。 

企画調整課 

２２ P8（６）オール

滋賀での万博

参 加 県民 と

の共創 

１９７０年万博の参加者は子どもたち

だけでなく、「大人になっても忘れな

いインパクト」という表現は限定的。 

ご意見を踏まえ、P１０の記載を「ずっと記憶に残

るインパクト」に変更しました。 

企画調整課 

２３ P8 事業者と

の共創 

誘客プログラムの「造成」という表現

に違和感がある。 

ご意見を踏まえ、P１０の記載を誘客プログラムの

「企画」に修正しました。 

有識者懇話会 

２４ P8 県内市町

との共創 

「県民・事業者・県内市町との共創を

目指します。」、「県内市町との共創」

という表現について、市町に具体的

具体的な説明については、既に各市町へ計画の

骨子を提供したほか、今後、参加の仕方に関する

説明も実施していきたいと考えています。なお、

市町振興課 
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な説明ができていない中で、「共創」

とまで表現することは妥当か。「県内

市町の有する魅力の発信」程度が妥

当ではないか。 

市町向け説明の場の設定に当たってはご協力を

お願いします。 

２５ P8 （６）オ ー

ル滋賀での万

博 参 加 、 P17 

全体スケジュ

ール 等 

「２ 展示計画」や「４ 運営計画」で、

子どもや外国人、障害者など誰もが

会場の展示を楽しめる配慮を行うと

あるが、会期中だけでなく会期前か

らさまざまな方が参加できる機会が

あるとよい。 

例えば子どもたちが、会期前から学

びの場や催事等で関わる機会をもつ

ことができれば、周りの大人も含めて

ワクワク感や機運の醸成につなげら

れるのではないか。 

基本計画を読んだ方が、会期前の段

階から自分が万博にどう関われるの

かイメージできる記載・表現があると

望ましい。 

P１０の図について、「全期間を通して」という表記

が「会期中の全期間」と混同されかねないため「会

期前から会期後まで」に変更しました。 

また、図に時間軸を示す表現を加えました。 

商工政策課 

２６ P9 （１）展示

基本方針 

他の項目と異なりあえて「『展示』基本

方針」と記載する必要性はあるのか。 

ご意見を踏まえ、P11の見出し名称を「基本方針」

に変更しました。 

企画調整課 

２７ P9 （１）展示

基本方針 

滋賀県は外国の方からの知名度は低

いが、観光でなく自然を使った人の

「いとなみ」を魅せることは、トレンド

「いとなみ」をテーマとして、それを特にインバウ

ンド対応では事前発信することが重要であるた

め、シガリズムの魅力発信を含めて関係部局やび

有識者懇話会 
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であり、PR としてよいと思う。また欧

米人は自然を好まれる方が多く、琵

琶湖を中心とした魅力や京都から近

いことも強みである。 

わこビジターズビューロー等と連携していきたい

と考えます。 

２８ P9 （１）展示

基本方針 

外国の方は、既に Web でさまざまな

画像を見ており、きれいなものには

飽きている。それよりも本物の農村

の暮らし、Deep な日本が注目され

ている。したがって、「いとなみ」を魅

せることはよい視点。 

ご意見も参考に、同上の対応を行っていきます。 琵琶湖博物館 

２９ P9 （１）展示

基本方針 

滋賀県ブースは、関西パビリオンの他

府県のブースとちぐはぐにならない

よう連携して進めているのか。 

府県ブースについては、関西パビリオンのテーマ

「いのち輝く関西悠久の歴史と現在」に沿った形

で各府県が独自にテーマ設定を行う一方、催事に

ついては他府県と一体的な出展も関西広域連合

として計画していく予定です。 

P１０において関西広域連合との連携について記

載しています。 

有識者懇話会 

３０ P9 （１）展示

基本方針 

滋賀県が万博会場と「水系でつなが

っている」ということがコンセプト等

にあってもよいのでは。 

知事も広域連合長として”水のつながり”を大事

にしたいと発言されており、ご意見を踏まえ、P１

１の本文冒頭に「大阪・関西万博は、万博として初

めて四方を海に囲まれた会場で開催されます。琵

琶湖の水はこの大阪湾に注いでおり、会場と琵琶

湖は、水を通じてつながっています。」と追記した

ほか、P３の滋賀県と万博会場の位置関係を示す

有識者懇話会 

知事 
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図においても、淀川水系によるつながりを記載

し、P4 のイラストでも、飛行機だけでなく船を追

加しました。なお、水のつながりについては実際

の展示においても意識していきたいと考えます。 

３１ P9 （１）展示

基本方針 

視座を「伝えます」という表現に違和

感がある。「示します」等ではどうか。 

ご意見のとおり P11 を修正しました。 有識者懇話会 

３２ P9 （１）展示

基本方針 

「ストーリー」という表現が急に出てく

るのでわかりづらい。P10 にも＜ゾ

ーニング＆ストーリー＞という記載が

あるが、＜展示コンセプト＞との関係

性がわかりにくい。 

ご意見を踏まえ、P１１の「ストーリーは、～」を「来

館者に対し～」という表現に変更しました。 

また、P12 の＜ゾーニング＆ストーリー＞」は「ゾ

ーニング」という表現に整理しました。 

有識者懇話会 

３３ P9 （１）展示

基本方針 

本件の条例・計画の文言と整合させ

るため、「カーボンニュートラル」を「Ｃ

Ｏ₂ネットゼロ」という文言に修正。 

ご意見のとおり P１１の文章を修正しました。 ＣＯ₂ネットゼロ推進課 

３４ P9 （１）展示

基本方針 

左側の丸について「ダイバーシティ」

という表現と「多様性」という表現を

比較検討されたい。 

ご意見を踏まえ、意味合いについて検討した結

果、P１１の当該箇所を「誰もが楽しめるユニバー

サルデザイン」という表記に変更し、本文の記載も

あわせて変更しました。 

有識者懇話会 

３５ P9 （１）展示

基本方針 

左側の丸について「ダイバーシティ」

を考慮すべきは「空間構成」だけでは

ないのでは。 

ご意見を踏まえ、同上の対応としました。 有識者懇話会 

３６ P9 （１）展示

基本方針 

右側の丸に「ダイナミックな演出」とい

う記載があるが、本文でも触れるべ

き。 

ご意見を踏まえ、P１１の本文に「展示体験では、

体験性を高める展示デバイスの活用やセンシング

技術を用い、滋賀の自然の魅力をダイナミックに

有識者懇話会 



 10 / 22 

演出します。」という表現を追加しました。 

３７ P9 （１）展示

基本方針 

３つの丸は、独立している反面、重な

る部分もあるのではないか。 

ご意見を踏まえ、P１１の図について「子どもたち

がワクワクできる体験」を中央に、左右の円と少し

ずつ重なるデザインとしました。 

企画調整課 

３８ P9～P13 2 

展示計画 

＜展示コンセプト＞という見出しが、

その後の導入ゾーンやメインホール

の説明にもかかるかと思うが、途中

で＜ゾーニング＆ストーリー＞という

見出しが出てきて、わかりにくい。見

出しレベルを整理すべきでは。 

＜展示コンセプト＞は（１）基本方針、＜ゾーニング

＞は（２）展示の概要に関する説明と整理しまし

た。ストーリーという表現は削除しています。 

有識者懇話会 

３９ P９～P１３ ２

展示計画 

ブースにおいて、会場から滋賀へのア

クセスを分かりやすく説明するなど、

滋賀に関心を持っていただいたの

ち、実際に来ていただけるよう丁寧

に計画しておく必要がある。 

P１５のカメラ型デバイスの活用法の説明部分に

おいて、滋賀周遊観光を促進する旨を記載しまし

た。運営面については今後検討していきます。 

さらに、情報発信に当たっては、関係部局やびわ

こビジターズビューロー等と連携していきたいと

考えます。 

有識者懇話会 

４０ P10  （ ２ ） 展

示の概要 

「滋賀の全景」という表現がわかりに

くい。 

ご意見を踏まえ、P１２の本文の記載を「滋賀の自

然環境」と変更しました。 

企画調整課 

４１ P10  （ ２ ） 展

示の概要 

「滋賀ならではの魅力」という表現が

わかりにくい。 

ご意見を踏まえ、P１２の本文の記載を「滋賀なら

ではの自然・歴史・文化の魅力」と変更しました。 

企画調整課 

４２ P10  （ ２ ） 展

示の概要 

滋賀県ブースの広さがイメージしにく

いので、規模感を示す必要がある。 

ご意見を踏まえ、P１２の平面図に面積等を追記し

ました。 

有識者懇話会 

４３ P10 平面図 滋賀県ブースへの出入りがどのよう

な形となるかわかりにくい。 

ご意見を踏まえ、P１２の本文に「関西パビリオン

中央部から見える潜水艇の～」と追記しました。 

企画調整課 
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また、同ページの平面図に関西パビリオン中央部

とエントランスを行き来する矢印を追加しました。 

４４ P10 ～ １ ３ 

（２）展示の概

要 

琵琶湖の大きさ、スケール感がわか

るように工夫してほしい。現状の P１

２の展示のイラストでは普通の池のよ

うに見える。 

イラストは、実際の展示予想図に近いものを表現

しているため差替えは行わず、P１４の本文におい

て、「広大な琵琶湖を中心に、滋賀の３６０度パノ

ラマが一面に展開する没入感のある映像空間」と

記載して規模感を表現しました。 

有識者懇話会 

４５ P11,P12 イラ

スト 

導入ゾーンが次のメインホールにつ

ながっているイメージがわきにくい。

個別に完結しているように見える。 

ご意見を踏まえ、より分かりやすい表現を検討し

た結果、各イラストの加工でなく、P１２の本文冒

頭に、「エントランス」、「導入ゾーン」、「メインホー

ル」という構成を文章で記載し、さらにその下の

平面図においても、導入ゾーンとメインホールの

イラストを追加し、イメージしやすい形にしました。 

有識者懇話会 

４６ P１１ 導入ゾ

ーン 本文 

今の滋賀を知るために必要な歴史

性、地学的側面を前段で伝えること

は重要。 

ご意見を踏まえ、その方向性でより具体的な映像

ストーリー（案）を P１３に追加しました。 

琵琶湖博物館 

４７ P１１ 導入ゾ

ーン 本文 

琵琶湖の舟運については、現在はほ

とんど行われておらず、現地での観

光等につながりにくい。 

ご意見を踏まえ、舟運についての記載を削除し、

琵琶湖の生きものや自然環境を中心とした映像

ストーリー（案）を P１３に追加しました。 

琵琶湖博物館 

４８ P１１ 導入ゾ

ー ン の KEY 

PLAN 

導入ゾーンのイラストが、どの方向か

らから見たものかわかりづらい。 

ご意見を踏まえ、P１３の導入ゾーンとメインホー

ルの KEYPLAN の図に、視点を赤い矢印で追記

しました。 

企画調整課 

４９ P11  導 入 ゾ

ーン イラスト 

イラストには大人や子ども、外国の

方、車イスユーザーなど多様な方が表

ご意見を踏まえ、P１３のイラストの差替えを行い

ました。 

有識者懇話会 
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現されていた方がよいのでは。窓の

位置なども低い設定があるなどわか

るようにした方が滋賀県のホスピタリ

ティが伝わる。 

５０ P11  導 入 ゾ

ーン ストーリ

ー 

万博であれば、未来へつなげること

が重要。滋賀県らしさを含めて考える

と、ゆりかご水田、人と動物、自然を

守る・整えるといったことをストーリ

ー化しては。 

ご意見を踏まえ、より具体的な映像ストーリー

（案）を作成し、P１３に記載しました。 

琵琶湖博物館 

５１ P１１～１３ 展

示概要 

P9 の「来館者の記憶に残るダイナミ

ックな演出」が、その後の「展示概要」

からはわかりにくい。 

ご意見を踏まえ、P１４のメインホールの説明にお

いて、「床面では琵琶湖の多様な固有種、壁面で

は様々な動植物が映像の中からダイナミックに現

れます」と追記しました。 

企画調整課 

５２ P1２ メインホ

ール説明 

見出しの”世界に一つ、自分だけの滋

賀コレクション”の意味するところが

具体的に何を示しているのかわかり

にくい。（カメラ型デバイスで収集し

たものとの関係性） 

ご意見を踏まえ、もともと P１２にあったメインホ

ールの説明と P１３にあったカメラ型デバイスの

説明を一部統合し、P１４の見出しを「探す！撮影

する！持ち帰る！滋賀の魅力を見つけ出し、～」

と変更しました。 

有識者懇話会 

５３ P1２ メインホ

ール説明 

メインホールの「滋賀コレクションを

完成！」や「探す・集める」といった記

載のイメージがわかりにくい。P１３の

カメラ型デバイスの説明が先にある

とわかりやすいのでは。 

ご指摘を踏まえ、P１４本文および体験ストーリー

（案）の記載を充実させるとともに、カメラ型デバ

イスに関する説明を同ページに記載。冗長となる

のを防ぐため、実際の活用法については P１５に

記載するようにしました。 

有識者懇話会 

５４ P13  カ メ ラ カメラ型デバイスは、導入ゾーンでな ご意見を踏まえ、同上の対応としました。 有識者懇話会 
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型デバイス説

明 

くメインホールだけで使用することが

わかりにくい。 

５５ P12 メインホ

ール説明 

滋賀県独自の「コンテンツ」とあるが、

P１３の展示「コンテンツ」と意味合い

が異なるので、「資源」や「魅力」等と

表現すべきではないか。 

P１４の本文の記載を見直し、「滋賀県独自のコン

テンツ」という表現を削除しました。なお、「コンテ

ンツ」という表現はその後も別の意味合いで出て

くることから、「展示コンテンツ」と「観光コンテン

ツ」という使い方に整理しました。 

有識者懇話会 

５６ P12 メインホ

ール説明イラ

スト 

イラストの中でカメラ型デバイスを使

っているのが小さすぎてわかりにく

い。イラストをデフォルメするなどし

て強調するなどわかりやすくしては

どうか。 

ご意見を踏まえ、P１５のカメラ型デバイスの活用

法に関する説明においてイラストを追加しました。 

有識者懇話会 

５７ P12 メインホ

ール説明イラ

スト 

イラストは個々人が楽しんでいるが、

もっとみんなで楽しんでいるような

雰囲気の方が、誰もがいってみたい

と感じてもらえるのではないか。（こ

のイラストを魅力的と感じてブースに

来てもらえるように）たとえば、背景

を背にポーズをとっている等。 

P１４のイラストに、親子連れや子ども同士の姿を

記載し、個人で楽しむだけでないことを表現して

います。 

有識者懇話会 

５８ P13  カ メ ラ

型デバイス説

明 

上段でびわ湖の生きものの流れに、

伝統文化や産業が唐突に出てくる印

象。テーマの一貫性がないように見え

る。繊維や信楽焼など自然とつなげ

てストーリー化できる伝統文化や産

ご意見を踏まえ、P１５本文の記載を「滋賀で生ま

れた産業や滋賀に暮らす人々」と変更し、文章表

現により唐突さを緩和しました。また、「自然保護

の取組、伝統文化やものづくりの職人技等」とい

う表現については「滋賀の観光コンテンツの情報」

有識者懇話会 
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業はあると思う。 とまとめました。 

５９ P13  カ メ ラ

型デバイス説

明 

滋賀コレクションをもとに、貴重な生

きものの実物を実際に県内で見られ

る場所のマップを構築するアイデアに

ついては、来県者が現地でその生き

ものを採集して荒らしてしまうといけ

ないので、公開できない情報もある。 

ご意見を踏まえ、計画では具体的な記載を見送り

ます。実際の情報の内容および運用に関しては今

後検討します。 

琵琶湖博物館 

６０ P13  会場外

等でのコンテ

ンツ活用 

「会場外および万博会議終了後の展

示コンテンツ活用」に”ブースのコンテ

ンツの水平展開”とあるが具体的にど

うするのかわかりにくい。具体的に記

載すべき。 

ご意見を踏まえ、P１５本文の記載に「たとえば、コ

ンテンツ制作時の画像情報や解説文について、博

物館等の関連施設での利活用を検討します。」と

追記しました。 

有識者懇話会 

６１ P13  会場外

等でのコンテ

ンツ活用 

「県内外で開催するイベント」とある

が、展示会やイベントは会期後のもの

もあるのでは。 

ご意見を踏まえ、P１５本文の記載を「また、県内

外や会期後に開催する展示会やイベントでも」と

修正しました。 

企画調整課 

６２ P13 WEB パ

ビ リ オ ン と の

連携 

「MaaS」について、注釈をつけるべ

き。 

ご意見を踏まえ、関西広域連合における計画の状

況を参照し、P１５に注釈を追記しました。 

有識者懇話会 

６３ P14 ～ P15 

催 事 ・ 来 県 促

進計画 

催事に関する計画と来県促進に関す

る計画が、ボリューム感から並列表記

に見合っていない。 

ご意見を踏まえ、もともと 

（１）基本方針 

（２）個別計画 

＜催事計画＞ 

＜来県促進計画＞ 

という構成にしていたところ、P１６および P１７に

企画調整課 
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おいて 

（１）催事計画 

（２）来県促進に関する取組 

に変更しました。 

６４ P14 （１）基本

方針 

催事には、会場内の催事と県内の催

事があることを明記すべき。また、

Web上での催事も行うなら記載でき

ないか。それらを区別して書く必要が

ある。 

ご意見を踏まえ、P１６本文の記載の中で「万博会

場内の催事施設」および「関西パビリオンの催事

スペース」、「県内各地」等で実施することについ

て整理しました。 

なお Web パビリオンでの催事については関西広

域連合と今後検討していくこととなるため、現時

点では記載を見送ります。 

有識者懇話会 

６５ P１４ （１）基本

方針 

「県内を効果的に活用」という表現に

違和感。「県内各地」「県内市町」等で

は。 

ご意見を踏まえ、P１６本文の記載を「県内各地

等、さまざまな場を活用」と修正しました。 

有識者懇話会 

６６ P１４ （１）基本

方針 

リアルとバーチャルの掛け算と、２方

向という表現に乖離がある。どちらか

にしては。 

ご意見を踏まえ、P１６本文から当該文言を削除

し、文章全体を見直しました。 

有識者懇話会 

６７ P14  ＜来県

促進計画＞ 

来県促進に関する取組について本文

を記載すべき。 

ご意見を踏まえ、P１７に来県促進に関する取組と

して、「各地域の持つさまざまな魅力を磨き上げ、

受入体制を強化するとともに、テーマに沿った万

博会場からの周遊ルート等を創出します。」と追記

しました。 

企画調整課 

６８ P14  ＜来県

促進計画＞ 

コンテンツ「造成」という表現に違和

感がある。作成、制作、創造等では。 

ご意見を踏まえ、P１７の「『シガリズム』の観光コ

ンテンツ制作」と表現し、説明文においては「観光

有識者懇話会 
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コンテンツを～創出し、」という表現に修正しまし

た。なお「旅行商品」に関しては「造成」という表現

のままとしています。 

６９ P14  ＜来県

促進計画＞ 

「滋賀らしさを実際に体感していただ

くために、 シガリズム体験コンテンツ

を県内事業者と連携して組成し、 滋

賀らしいおもてなしの充実を図って

いきます。」を、「その季節、その土地

でしか体験できないコンテンツを県

内事業者と連携して創出し、 滋賀な

らではのおもてなしの充実を図って

いきます。」に修正願いたい。 

ご意見のとおり P１７の記載を修正しました。 観光振興局 

７０ P14  ※ シ ガ

リズム 

「滋賀らしいニューツーリズム」を「新

たなツーリズムの総称」に修正願いた

い。 

「シガリズムとは」として、ご意見のとおり P１７の

記載を修正しました。 

観光振興局 

７１ P14  ※ シ ガ

リズム 

シガリズムは、外国人にとって伝わり

やすくする必要があると思う。 

ご意見を踏まえ、P１７において、写真等も取り入

れてシガリズムの説明を補強しました。 

有識者懇話会 

７２ P１４ ＜来県

促進計画＞ 

「交通・地域ネットワークを活かした旅

行商品の造成」というのがわかりにく

い。 

ご意見を踏まえ、P１７において「滋賀ならではの

旅行商品の造成」と変更し、滋賀の持つ地域性と

交通ネットワークについて記載しました。 

企画調整課 

７３ P１４ ＜来県

促進計画＞ 

来県促進計画は「シガリズム」しかな

いのか。 

ご意見を踏まえ、国の取組である「万博交流イニ

シアチブ」を活用することおよび国スポ・障スポや

安土城築城450周年行事との連携について記載

しました。 

副知事 

総合企画部 
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７４ P15  運営計

画 

「来場者」→「来館者」に変更。 ご意見を踏まえ、P１８の記載を修正するととも

に、万博会場への「来場者」、関西パビリオンおよ

び滋賀県ブース（仮称）への「来館者」と、それぞれ

用語を整理しました。 

企画調整課 

７５ P15  運営計

画 

「滋賀らしいおもてなしの心あふれる

運営」とあるがよくわからない。具体

的にどのような場面なのかイメージ

できるように展示のことをまず記載

し、展示物を見る際に専門性のある

方がご説明するなど表現すべき。 

ご意見を踏まえ検討した結果、「おもてなしの心

あふれる」というのは P１８のホスピタリティ計画

で触れていることから、「ブース展示の魅力を最

大限に活かす運営」と変更しました。 

なお、運営計画の項目であるため、展示に関する

記載はしていません。 

有識者懇話会 

７６ P15  運営計

画 

ホスピタリティ計画において、「ユニ

バーサルデザインや～」を「ユニバー

サルデザインの視点を踏まえたブー

ス展示や～」に修正してはどうか。 

ご意見を踏まえ、P１８の記載を「ユニバーサルデ

ザインや～」を「ユニバーサルデザインの視点を踏

まえたブース展示・運営や～」に修正しました。 

健康福祉政策課 

７７ P15  運営計

画 

ホスピタリティ計画において、子ども

だけでなく、デバイスが扱いづらい高

齢者に関する配慮も記載した方がよ

い。 

ご意見を踏まえ、P１８のホスピタリティ計画にお

いて、高齢者に関しても追記しました。また、「安

全・安心に楽しんでいただける」という基本的な

考え方を追記しました。 

有識者懇話会 

７８ P15  運営計

画 

ホスピタリティ計画において、「外国

人」と「障害のある方」という表現の

ばらつきが気になる。「障害」という

表記についても「障がい」等もあり、

留意が必要。取扱いを滋賀県の行政

文書に合わせるべき。 

滋賀県としては「障害者」という表現を使用してお

り、ご意見を踏まえ、P１８をはじめ、各ページで

「外国人」、「障害者」という表記に統一しました。 

有識者懇話会 

障害福祉課 
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７９ P15  運営計

画 

ホスピタリティ計画において、外国の

方は滋賀県について事前の知識がな

いので、説明しないとわからないは

ず。したがって、展示会場等でいかに

魅力的な説明をできる人を雇用でき

るかが重要。 

人員配置については、関西パビリオンとして一定

の制約が生じる見込みのため、記載は見送ります

が、魅力的な説明対応は重要であり、今後検討し

ます。 

有識者懇話会 

８０ P１５ 運営計

画 

「衛生管理清掃・ ごみ処理計画」につ

いて、「衛生管理清掃」という言葉は

存在しないのでは。 

ご意見を踏まえ、「衛生管理計画」に変更しまし

た。なお、この標題からは何を行うかわかりにく

いため、「廃棄物の再資源化等、」と具体的な例示

を追記しました。 

企画調整課 

８１ P15  運営計

画 

「衛生管理清掃・ ごみ処理計画」で、

SDGs の観点から滋賀県としての取

組発信があった方がアピールにつな

がるのでは（滋賀県が先駆けて他県

に影響を与えるような強い打ちだし

があってもよい）。 

ご意見を踏まえ、P１８の「衛生管理計画」におい

て、「この取組を通じ、滋賀県の環境配慮の姿勢

を示していきます。」と追記しました。 

有識者懇話会 

８２ P15  運営計

画 

「雇用計画」では滋賀県民の方の雇用

も計画されるのか。今の表記ではそ

のように受け取られかねない。そうで

なければ、特に「雇用計画」を記載せ

ず、「（１）基本方針」の中で少し触れる

程度でよいのでは。 

現時点では、関西パビリオンで関西広域連合に一

括雇用されるスタッフと滋賀県ブース専属で滋賀

県独自に雇用するスタッフが発生する見込みだ

が、具体的にはまだ決まっていません。 

ご意見を踏まえ、全体のバランス面からも、「雇用

計画」の記載を削除しました。 

有識者懇話会 

８３ P１５ 運営計

画 

「保険等の計画」は、計画の策定まで

行う必要があるか。 

ご意見のとおり、運営マニュアルの中で対応でき

る可能性があり、P１８の「保険等の計画」におい

企画調整課 
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て、「保険加入等について検討します。」という表

現に変更しました。 

８４ P16 ５ レガ

シ ー の 活 用 

（１）基本方針 

滋賀の子どもに万博を体験いただく

こともレガシーだが、琵琶湖水系でつ

ながっている他府県の子どもたちに

その源流である滋賀県について学ん

でいただくこともレガシーではない

か。 

P１１の展示計画において”水のつながり”に関す

る記載を追加しました。レガシーの項目において

は、万博をきっかけに滋賀に関心を持っていただ

いた方々との関係性について記載するものと整

理しています。 

有識者懇話会 

８５ P16 （１）基本

方針 

文中に「県内市町と協力し合って」の

文言を追加して「万博での取組や有

形・無形の成果を、県内市町と協力し

合って、会期後もレガシーとして有効

に活用し、・・・」としてはどうか。 

P8の(6)オール滋賀での万博参加の

うち、「県内市町との共創」において

「会期後にはレガシーとしての活用を

促進します。」とあるが、P１６では県

内市町との共創にかかる記述がな

く、県内市町との関係性が分かりにく

い。 

ご意見を踏まえ、レガシーに関する記載を集約す

ることとし、P１０「県内市町との共創」の項目から

レガシーの記載を削除し、P19「５ レガシーの活

用」において、県内市町等と協力・連携しながら」

と記載しました。 

総務課 

８６ P１６ （１）基本

方針 

関係人口、定住人口についても注釈

をつけて用語を整理してはどうか。 

ご意見を踏まえ、P１９において、交流人口、関係

人口、定住人口それぞれに注釈をつけました。 

企画調整課 

８７ P16 （１）基本

方針 

レガシーの積極的な活用に「取組ま

す」→「取り組みます」 

誤記につき P１９の記載をご指摘のとおり修正し

ました。 

有識者懇話会 

文化芸術振興課 
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８８ P16 （２）レガ

シー活用の方

向性 

この項目は見出しが（１）しかないの

で、見出しを削除するか、＜レガシー

活用の方向性＞を（２）に格上げして

はどうか。（同一意見あり） 

目次も同様。 

ご意見を踏まえ、P１９において「レガシー活用の

方向性」を（２）に格上げし、内容を整理しました。 

有識者懇話会 

総務課 

８９ P16 （２）レガ

シー活用の方

向性 

レガシーがさっぱりしすぎている。文

字ばかりで印象に残らない。〈レガシ

ー活用の方向性〉を詳しくしてはどう

か。P１７の全体スケジュール内にあ

る具体的記述を箇条書きでも入れた

方がよい。 

ご意見を踏まえ、P１９の「（２）レガシー活用の方

向性」において本文の記載を見直すとともに、図

を追加し、視覚的なわかりやすさを表現しました。 

有識者懇話会 

９０ P16 （２）レガ

シー活用の方

向性 

万博をきっかけに、滋賀県が相手と

関係性を築くのでなく、相手側から滋

賀県に関心を持っていただけるよう

にしないといけないのでは。 

ご意見を踏まえ、P１９の「滋賀県が関係性を築い

た人たち」という表現を「滋賀に関心を持ってい

ただいた方々」に修正しました。 

企画調整課 

９１ P16 （２）レガ

シー活用の方

向性 

「暮らし」と「滋賀ぐらし」で漢字と仮

名の表記が混在している。 

「暮らし」に表記を統一しますが、移住に関して本

県では「滋賀ぐらし」という用語を使用しているた

め、P１９では「滋賀ぐらし」とかっこ書きで表記す

ることとしました。 

企画調整課 

９２ P16 （２）レガ

シー活用の方

向性 

知事発言にある、万博へ滋賀県の子

どもたちを招待する施策について記

載が必要では。 

子どもたちの経験が今後のレガシーになることか

ら、ご意見を踏まえ、P１９に「滋賀の子どもたちに

ついては万博に招待して未来社会を実感してもら

い、」という表現を追加しました。 

企画調整課 

９３ P16 （２）レガ ユニバーサルの視点から、どこまでの 子どもたちの招待に関しては未定の部分が多く、 有識者懇話会 
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シー活用の方

向性 

範囲の子どもたちに万博にいってい

ただこうと考えるのか、検討が必要で

は。 

本計画では P１９の記載にとどめ、具体的な記述

は見送ります。子どもたちの範囲については、実

際の施策の中で検討していきます。 

９４ P17  全 体 ス

ケジュール 

開催何日前という節目を意識した取

組を行っては。 

ご意見を踏まえ、P20 の本文において残り日数

を意識しながら準備を進めることを追記しまし

た。 

知事 

９５ P１７ 全体ス

ケジュール 

大阪・関西万博の開催時期と展示運

用等のスケジュールにずれが生じて

いる。 

ご意見のとおり、同時期となるよう P２０の図を

修正しました。 

企画調整課 

９６ P１７ 全体ス

ケジュール 

「各種事前調査」について具体的な想

定があるか。 

事業化は予定していないことから、他の類似調査

を活用することとし、P２０の記載を削除しまし

た。 

企画調整課 

９７ P１７ 全体ス

ケジュール 

「会場内催事」の「実施計画策定」につ

いて具体的な想定があるか。 

関西広域連合との協議とあわせ、本県としてもど

のような催事を展開するか検討していく予定です

が、計画の策定までは行う必要性が認められない

ため、P２０の記載を見送りました。 

企画調整課 

９８ P１７ 全体ス

ケジュール 

「会場内催事」は開催期間中のみだ

が、「県内催事」や「観光誘客」は会期

前から実施する必要があるのではな

いか。 

ご意見を踏まえ、P２０の全体スケジュールにおけ

る「県内催事」および「観光誘客」について、実施期

間を前年度からに変更しました。なお実施に当た

っては関係所属と十分調整させていただきます。 

企画調整課 

９９ P17 全体スケ

ジュール 

他の箇所の表記に合わせて「展示品」

→「展示コンテンツ」、「教育等」→「観

光・教育等」という表現に変更。 

ご意見のとおり、P２０の全体スケジュールにおけ

る「展示品の教育等への利活用」という表現を「展

示コンテンツの観光・教育等への利活用」に修正し

ました。 

企画調整課 
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１００ P17 全体スケ

ジュール 

スケジュールに関しては、万博協会や

関西広域連合の動きに応じて変動す

る部分があるのでは。 

ご意見を踏まえ、P２０の図の下の本文に「万博協

会や関西広域連合と連携し、」と追記しました。 

企画調整課 

１０１ 裏表紙 裏表紙を追加しては。 裏表紙を追加し、奥付も記載しました。 企画調整課 
 


